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故郷を探る ㉚                        

昭和２０年１０月１０日のこと 

昭和２０年９月１７日。枕崎に上陸した台風は、全国の死者２４７３名、行方不明者１２８３名、負傷

者２４５２名という被害をもたらした。枕崎に上陸して四国・中国・近畿・北陸・東北を経て太平洋にぬ

けるというコースをたどっている。この台風は原爆投下後まもない広島で大きな災害をもたらしたとい

う。瀬々野浦は、上陸地が枕崎であったせいか大きな台風とはなっていない。祖父の日記には天候の欄に

「大雨暴風」としか記さず「仏教婦人会」「青年団結成」の記事が記されてある。大雨となったり強風は

吹いたものの予定していた仏教婦人会や青年団結成のための集まりが開かれる程の天候ではあったの

だ。この終戦直後の台風は「室戸台風」(1934年)「伊勢湾台風」（1959年）とならび「昭和の三大台風」

と言われる。 

本題の昭和２０年１０月１０日の台風である。この台風は全国の死者３７７名、行方不明者７４人、負

傷者２０２名という。先の枕崎台風からすると死傷者、不明者は少ないが瀬々野浦の被害はこの台風のほ

うが甚大であった。死者が１８名、流失家屋１０棟（倉庫等は省く）という状態だった。古町川水系、江

川水系の２つの川が氾濫をおこし家を押し流し人を吞み込んだのである。いつもは細い流れにしか見え

ない両河川が氾濫をおこそうなどとは考えられない。この年の１０月は秋の長雨が続いていたこともあ

ったらしい。そしてこの台風はおそらく下甑島中央部に線状降水帯を作り出したのではないだろうか。だ

からこそ瀬々野浦ばかりではなく、青瀬や長浜でも死者が多く流失家屋をもたらしている。この台風は典

型的な雨台風で阿久根に上陸してその後は枕崎台風に似た進路をたどって、九州から四国・中国・近畿・

中部の中小河川を氾濫させて先に記した被害をもたらしている。瀬々野浦の話にもどす。１０日の午前中

はそれほど川の水量は増していなかったようだが、その後「車軸を流す大雨（ううあめさじく）」となる。

江川水系では新八橋（公信君の家のあたり）に流木が堰を作り、流れが人家のほうに押し寄せる。古町川

方面もヒエーシ川やタカナン山からの流れがあふれて当時堤防もなく川面に近かった人家まで押しよせ

ている。また現在の体育館裏手ののヒヤ山が土砂崩れをおこして人家を押しつぶした。こうして１８名も

の人命が失われたのである。死亡者、不明者についてはコミセン横（診療所裏）に建立された鎮魂の碑に

刻まれている。 

また、下甑村校区誌（P１８４～P186）に当時西山国民学校の先生だった山下淑子先生の回想記と同校

生徒の宮野和さんがおそらく洪水の直後に書かれたであろう作文も載せられている。この日は雨が強く

異状な降りであったものの、風はそれほど強くなく海もそれほどの荒れようではなかった。一度海に流さ

れた者もいたが、浜に泳ぎついて助かった者もいたと聞いたがほんとうだろうか。その後土砂に埋まった

人家と人の掘り出し・流された者の捜索・川の流木除去と戦後間もない頃とて集落で作業を進めるしかな

かった。また物資もなく、わずかな被災見舞いしかなかったようだ。ちょうど稲も結実し実って刈り取ら

なければならない時期であったが、大雨のために稲刈りもできず、いくらかの田畑の流失もあったであろ

う。こうして翌昭和２１年にかけてがシンヌウラでいう「きゅうねん年」となっていくのである。洪水後

の死者の遺体は片野浦スス浜に流れ着いたもの、ムカシバトに寄ってウシゴウ墓に埋められたものもあ

ったようだ。多くは海に流され遺体があがらなかった。この瀬々野浦に大きな被害と死者をもたらした雨

台風は阿久根台風と名付けられている。瀬々野浦では昭和２０年１０月１０日より８３年前の文久２年

８月１０日（1862年）に洪水が起きてこの時も大きな流れがあり、多数の死者があったと聞く。この時

上甲釣（カミコウツイ）にあったトンゴー石が現在のところまで流されたというから、大規模な土石流だ

ったと想像される。                         中村   史傳 


